


















　上述したような近代化の過程（ほぼ 1876 年～ 1945 年までの 70年間）を工業化の過程として捉
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『工場統計表』および『労働統計資料調査』の 3資料と『労働統計資料調査』から 1920 年の事業
所規模 1～ 4人の従業者数の推計をした。二つの推計を参考にして高松信清氏と私が 1909 ～ 1940
年事業所規模 1～ 4人の有業者数を推計したのが表 1であり、規模構造の中での零細工業の位置が
明確になった。（なお推計方法については表 1を参照）
　表 1から次のような特徴が挙げられる。
　まず製造業での有業者数は日清（1895 年）・日露（1905 年）戦争後からであるが 322 万 4千人






1） まず中小規模（5人以上～ 499 人）事業所の有業者数は増大傾向を示し相対的に地位が上昇
していることが明らかである。1909 年全有業者数の 5分の 1のシェアは 1932 年（30.1％）、
1940 年（42.7%）と 35年間に 2倍、製造業の中心的役割を担ってきた。
2） 同時に事業所規模 500 人以上の有業者の地位も傾向として増大してきた。1930 年代の前半
の不況期に減少（平均 10%ほど）はしたものの、1909 年（5.3%）1927 年（15.8%）、1930
年（9.9%）、1940 年（24.6%）と増大した。
3） ところが５人未満の零細事業所（ほぼ同義で零細工場・企業）の占める有業者数の割合の推
移は、1909 年（74.5%）、1920 年（65.1%）1930 年（61.3%）、1940 年（32.6%）と減少傾向
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出所：梅村又次「産業別雇用の変動：1880 － 1940 年」経済研究第 24 巻第 2号巻第 2号のＡ系列




　表 2は篠原三代平氏の推計による 1～ 4人規模の事業所（民営のみ）の従業者数（または職工数）
が業種別（1920 ～ 1942 年）にあるのでそれを使い、観察をしてみることにした。
　植村推計の従業者 1～４人の規模の職工数は、おもに『国勢調査』『工場統計表』及び『労働統
計資料調査』から求めているが、そのカバレッジを表 1の有業者に対する割合で見ると、1920 年
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資料：篠原三代平『長期経済統計 10 鉱工業』東洋経済新報社 1972、Ｐ 248 ～ 257 より作成
1） 1920 年（842,296 人）～ 1942 年（1,446,024 人）の 22年間で 60万人ほど増大、ほぼ平均 2.5%
で増えてきた。特に 1930 年代中ごろからはそれ以前に比べて高い位置で推移した。1931 年
にいったん減少に転じ 1932 年から増大傾向になるので、1932 年と 1942 年の 10年間でみる
と、業種全体の増大人数は 167,563 人である。
2） 増大した 167,563 人の中で一番貢献したのが機械器具工業の 65,450 人（1962 年と 1942 年の
シェア 5.3 から 9.2%）であり、次に化学工業 59,484 人（同 4.9 から 7.7%）、金属工業 22,553
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人（同 4.7 から 5.7%）が続く。
3） この 3業種はいわゆる重化学工業と称される製造業である。1942 年で合わせたシェアは
22.6%、10 年前の 1962 年（14.9%）より 8%ほど増えている。しかも増大した 167,563 人の
うち 81.8%（135,815 人）を重化学工業部門が占める。
4） 一方、在来的工業で占める業種が多い軽工業（紡織、窯業、製材 ･木製品、印刷 ･製本そ
してその他）は 1962 年から 1942 年の 10年間で増大したのは 20,076 人（1962 年と 1942 年
のシェアは 85.1 から 77.4％）と増大した従業者数は金属工業の増大数よりも少ないなど、
明確に軽工業の後退、重化学工業の進展が見られる。








　『工場統計表』は従業者規模 5人以上しかなく 1～ 4人規模はない。また 4時点（1920、1926、
1935、1940）しかないため『長期経済統計：労働力』の梅村グループ推計 1～ 4人規模の同年の 1
～ 4人規模の数値を『工場統計表』に挿入して規模別に作成したものである。
　まず全体の観察をすると、製造業の全職工数は 1920 年（約 233 万人）、1926 年（約 302 万人）、
1935 年（約 397 万人）、1940 年（約 611 万人）と増大し、20年間で 2.6 倍と日本の工業化の貢献
してきた。この増大の中で 1～ 4人規模の工場の職工数はどのように変わってきたのか、それを表
3から観察してみた。
1） 表 1と同様に従業者規模 1～ 4人の従業者数は 1920 年（842,296 人）から 1940 年（1,607,091
人）にかけて全体で 764,795 人増え、全ての業種で増えている。そのうち最も増えたのが製
材・木製品工業（167,447 人）、次に食料品工業（146,261）、機械器具工業（103,210）となっ
ている。また 1～ 4人規模の従業者数を一工場平均規模 2.5 人と仮定して計算すると、工場
数は 1920 年 33.7 万件、1935 年 53.6 万人、1940 年 64.3 万件と増えている。これを業種別で
みると最も増えているのが、金属工業 1.3 万件から 37.3 万件であり、次いで製材・木製品工




2） 従業者規模 1～ 4人の規模の従業者数のシェアは全業種（合計）では 1920 年（36.2%）、
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　　2）　1920 年の 5 ～ 10 人規模の職工数は不明のため 1926 年 1935 年、1940 年の 1 ～ 15 人規模の
うち 1～ 4人規模の割合の 3ヵ年平均を適用した。
　　1）　1920 年、1926 年 1935 年、1940 年の 1 ～ 4 人規模は、下記資料「鉱工業」から引用し合計
を求めている。
資料：商工省『工場統計表』及び篠原三代平著（長期経済統計）『鉱工業』東洋経済新報社 1988 年Ｐ
248 ～ 257 より作成。なお、詳しい推計方法は各著書の脚注にある。
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1920 年における事業所規模 5人未満の山中推計（表４）では、全経営従事者数はおよそ 370 万人
にのぼり、うち 5人未満の零細経営に従事している者は全体の 63％、約 235 万人に達していた。
この 235万人は表 1の有業者数の 72％にあたる。
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要因ではないか、と推測される。もちろん小工場の従業者数の増大は零細工場の上向移動だけでは
なく小規模工場自体が設立される場合もあるであろう。


















2） たとえば文献（滝沢 1965、P206 ～ 221）から、従業者規模 30 人未満の雇用者数の割合（1924 年）を 8
業種だけであるが、その理由が類推される。食料品 ･木製品約 6割、紡織、印刷 ･製本、窯業・土石、
金属はそれぞれ２割前後、化学・機械 1.5 割前後と 9割ほどを占めていたことは零細工場の役割は高かっ
たということになる。また文献 2）（P237）から 1902 年の織物業の雇用者数の数は 77 万 2 千人と全雇
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1935、1940）は両規模ともある。3ヵ年の 5～ 10 人規模の 5～ 15 人規模に対する割合
の平均を、1920 年の 5－ 15 人規模に掛けて推計した。
　　2）　1920 年の機械器具工業には金属工業が含まれるため除き、その数値を 1920 年の金属工
業に移動、加算。
　　3）　1920 年の化学工業には漆器業が含まれるため漆器業はその他工業に移動。
　　4）　1920 年の金属工業には金属精錬業を含む。
資料：商工省『工場統計表』1920、1926、1935、1940 より作成

